
ドラクロワとショパンの作品構造に見られる古典的志向の類似性

ド
ラ
ク
ロ
ワ
と
シ
ョ
パ
ン
の

作
品
構
造
に
見
ら
れ
る
古
典
的
志
向
の
類
似
性

は
じ
め
に

ド
ラ
ク
ロ
ワ
の
絵
画
を
語
る
際
、
常
に
音
楽
と
の
関
わ
り
が
指
摘
さ
れ
る
。

そ
れ
は
主
と
し
て
「
絵
画
で
情
感
を
描
く
」
と
い
う
こ
と
が
既
に
情
感
表
現
を

達
成
し
て
い
る
音
楽
と
重
ね
合
わ
さ
れ
、
そ
の
領
域
を
共
有
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
。
何
故
ド
ラ
ク
ロ
ワ
の
絵
画
が
異
な
る
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る
音
楽
に
接

近
し
よ
う
と
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
は
、
「
絵
画
で
も
音
楽
同
様
の
情
感
が
描

け
る
」
と
述
べ
た
ス
タ
ー
ル
夫
人
の
「
コ
リ
ン
ヌ
』
を
源
泉
と
し
た
影
響
が
あ

る
が
、
そ
れ
以
上
に
ド
ラ
ク
ロ
ワ
が
そ
の
主
張
を
新
古
典
主
義
を
超
克
す
る
た

め
の
有
力
な
手
段
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
ド
ラ
ク
ロ
ワ
に
と
っ
て

伝
統
の
継
承
と
同
時
に
新
し
い
絵
画
創
造
の
模
索
と
い
う
問
題
に
直
面
さ
せ

た
。
情
感
と
い
う
眼
に
見
え
な
い
も
の
を
い
か
に
し
て
具
体
的
な
個
物
を
通
し

て
表
現
す
る
か
と
い
う
問
題
は
、
必
然
的
に
彼
を
色
彩
や
形
態
な
ど
従
来
の
伝

統
的
手
法
の
変
容
に
立
ち
向
か
わ
せ
た
。
こ
の
こ
と
は
生
涯
に
わ
た
る
ド
ラ
ク

j可

A 
口

貞

子

ロ
ワ
の
膨
大
な
記
述
か
ら
読
み
取
れ
る
。
絵
画
と
音
楽
を
極
め
て
近
接
し
た
対

象
と
し
て
扱
う
ド
ラ
ク
ロ
ワ
は
音
楽
と
の
共
通
点
、
相
違
点
を
考
察
し
て
行
く

中
か
ら
自
ら
の
新
し
い
絵
画
創
造
の
手
掛
か
り
と
方
法
を
獲
得
し
て
行
く
の
で

あ
る
。
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こ
の
点
に
関
し
て
従
来
の
ド
ラ
ク
ロ
ワ
研
究
で
は
常
に
音
楽
と
の
関
連
が
語

ら
れ
る
も
の
の
、
作
品
と
関
わ
る
具
体
性
に
欠
け
る
。
例
え
ば
パ
ル
テ
レ
ミ

ー
・
ジ
ヨ
ベ

l
ル
は
「
音
楽
は
彼
の
絵
画
理
論
と
美
学
的
思
考
双
方
の
本
質
的

な
部
分
を
占
め
、
ド
ラ
ク
ロ
ワ
の
作
品
生
成
に
大
き
な
役
割
を
占
め
て
い
る
」

と
言
い
、
ル
ネ
・
ユ
イ
グ
は
「
ド
ラ
ク
ロ
ワ
は
絵
画
と
い
う
よ
り
シ
ン
フ
ォ
ニ

ー
を
創
造
し
よ
う
と
し
た
」
と
い
う
文
節
で
語
る
。
ま
た
展
覧
会
図
録

b
a
R
3
R
凶

a
t
h
h
s
t
ミ
M
M
a
h
ミ
宮
内
に
は
音
楽
と
関
わ
る
論
文
が
収
録
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
ど
ち
ら
に
お
い
て
も
ド
ラ
ク
ロ
ワ
の
作
品
に
ど
の
よ
う

な
音
楽
が
反
映
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
音
楽
の
要
素
が
絵
画
理
論
と
関
わ
っ
て
作

品
創
造
へ
と
至
っ
た
の
か
、
ま
た
そ
こ
に
ど
の
よ
う
な
音
楽
家
か
ら
の
影
響
が
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あ
っ
た
の
か
と
い
う
点
に
関
し
て
具
体
的
に
述
べ
ら
れ
て
は
い
な
い
。
そ
の
よ

う
な
中
で
カ
レ
ン
・
ジ
ョ
ン
・
ロ

1
レ
ル
の
学
位
論
文
は
ベ
ル
リ
オ
l
ズ
の

〈
幻
想
交
響
曲
〉
と
ド
ラ
ク
ロ
ワ
の
〈
サ
ル
ダ
ナ
パ

l
ル
の
死
〉
に
つ
い
て
音

楽
と
絵
画
に
お
け
る
色
彩
の
共
通
性
と
い
う
観
点
か
ら
作
品
分
析
に
踏
み
込
ん

で
考
察
し
て
い
る
が
、
恋
意
的
で
あ
り
実
証
性
に
欠
け
る
。

こ
の
よ
う
な
研
究
動
向
か
ら
ド
ラ
ク
ロ
ワ
の
画
業
の
ス
タ
ー
ト
と
時
を
同
じ

く
し
て
隆
盛
し
た
パ
リ
の
突
出
し
た
オ
ペ
ラ
状
況
と
の
関
わ
り
ゃ
、

一
八
三
六

年
か
ら
始
ま
る
音
楽
家
シ
ョ
パ
ン
と
の
交
流
、
ま
た
一
人
四
五
年
以
降
、
ド
ラ

ク
ロ
ワ
の
色
彩
と
音
楽
と
を
対
時
さ
せ
た
ボ
l
ド
レ
l
ル
の
際
立
っ
た
美
術
批

評
と
の
関
連
な
ど
は
今
後
の
課
題
と
し
て
検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

そ
の
よ
う
な
考
察
の
一
環
と
し
て
本
論
で
は
ド
ラ
ク
ロ
ワ

(
回
ロ

mw口。

U
O】
釦
の

g
w
H
4
C∞ム∞∞
ω)
と
シ
ョ
パ
ン

(
司
見
山
内
回
向
山
江
口
の
F。
同
】
片
岡

H

H

∞H
0

・]E
A
F
C
)

の
交
流
に
焦
点
を
当
て
、
シ
ョ
パ
ン
の
芸
術
が
ど
の
よ
う
な
点
で
ド
ラ
ク
ロ
ワ

の
作
品
創
造
と
関
わ
る
も
の
な
の
か
を
考
察
す
る
。
多
く
の
ド
ラ
ク
ロ
ワ
研
究

で
も
必
ず
両
者
の
関
係
は
重
要
と
し
て
語
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
殆
ん
ど

エ
ピ
ソ
ー
ド
の
域
を
越
え
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
し
て
具
体
的
な
作
品
を
通
し

て
の
考
察
は
殆
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
ド
ラ
ク
ロ
ワ
の
シ
ョ
パ
ン

に
対
す
る
尊
敬
は
同
時
代
の
芸
術
家
と
し
て
は
ひ
と
き
わ
際
立
っ
て
い
る
も
の

で
あ
り
、
ま
た
ド
ラ
ク
ロ
ワ
が
常
に
絵
画
と
音
楽
を
そ
の
境
界
を
超
え
て
パ
ラ

レ
ル
に
捉
え
る
傾
向
か
ら
み
て
も
、
こ
こ
に
は
単
な
る
友
情
だ
け
で
は
捉
え
ら

れ
な
い
両
者
の
芸
術
に
対
す
る
本
質
的
基
盤
と
関
わ
る
も
の
が
あ
っ
た
と
推
測

さ
れ
る
。

こ
の
点
を
踏
ま
え
て
本
論
で
は
第
一
に
両
者
の
芸
術
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る

「
ロ
マ
ン
主
義
に
内
在
す
る
古
典
的
志
向
」
と
い
う
側
面
か
ら
多
様
性
を
ま
と

め
る
多
層
的
な
統
一
構
造
と
そ
の
上
で
展
開
さ
れ
る
草
新
性
に
つ
い
て
作
品
分

析
を
す
る
。
取
上
げ
る
作
品
は
ド
ラ
ク
ロ
ワ
の
〈
十
字
軍
の
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ

ー
プ
ル
入
城
〉

(
一
八
三
人
|
四

O
)
と
シ
ョ
パ
ン
の
〈
但
の
前
奏
曲
集
〉

(
一
八
三
人
|
三
九
)

で
あ
る
。
第
二
に
そ
こ
で
導
き
出
さ
れ
た
結
論
は
シ
ヨ

パ
ン
と
関
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
ド
ラ
ク
ロ
ワ
の
新
古
典
主
義
批
判
の
根
拠
と
な

っ
た
こ
と
を
検
証
す
る
。
そ
し
て
、
ド
ラ
ク
ロ
ワ
に
と
っ
て
シ
ョ
パ
ン
は
自
ら

の
草
新
的
な
絵
画
創
造
を
肯
定
す
る
存
在
で
あ
り
、
同
時
に
新
古
典
主
義
を
超

克
す
る
根
拠
を
提
示
し
得
た
重
要
な
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
を
結
論
と
す
る
。
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-
《
十
字
軍
の
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
l
プ
ル
入
城
》

二
八
三
八
|
四

O
)
と
シ

ヨ
パ
ン
の
《
剖
の
前
奏
曲
集
》

(
一
八
三
八
|
三
九
)

の
作
品
概
要

ド
ラ
ク
ロ
ワ
の
〈
十
字
軍
の
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
l
プ
ル
入
城
〉

(図
1
)
と

シ
ョ
パ
ン
の
〈
但
の
前
奏
曲
集
〉
を
取
上
げ
た
理
由
は
、
第
一
に
前
者
は

八
三
人
|
三
九
年
、
後
者
は
一
八
三
人
|
四

O
年
に
か
け
て
制
作
さ
れ
て
お
り
、

ど
ち
ら
の
作
品
も
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
完
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
第
二
に
両
作
品

は
共
に
そ
れ
ま
で
の
作
品
の
集
大
成
と
し
て
の
意
義
を
有
す
る
と
同
時
に
、
続

く
円
熟
期
の
作
品
へ
と
移
行
す
る
重
要
な
作
品
で
あ
る
こ
と
、
第
三
に
こ
の
時
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図 1 ウージェーヌ・ドラクロワ

〈十字軍のコンスタンチノープル入城)1840年

410X498cm ルーブル美術館

期
を
境
と
し
て
二
人
の
交
流
が
急
速
に
親
密
度
を
増
し
て
い
く
た
め
、
そ
こ
に

れ
る
か
ら
で
あ
る
。

は
互
い
の
芸
術
へ
の
相
互
理
解
、
共
有
す
る
芸
術
観
が
認
め
ら
れ
る
と
推
測
さ

〈
十
字
軍
の
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
l
プ
ル
入
城
〉
は
ド
ラ
ク
ロ
ワ
に
と
っ
て
一

主
題
の
選
択
、

八
二

0
年
代
の
模
索
と
一
八
三

0
年
代
の
モ
ロ
ッ
コ
旅
行
で
の
体
験
を
経
て
、

フ
オ
ル
ム
の
形
成
、
色
彩
や
筆
触
の
効
果
な
ど
様
々
な
絵
画
に

お
け
る
情
感
表
現
の
手
段
を
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
「
歴
史
画
」
に
盛
り
込
ん
だ

畢
寛
の
大
作
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
〈
十
字
軍
の
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ

l
プ
ル
入

城
〉
は
そ
れ
ま
で
の
ド
ラ
ク
ロ
ワ
の
芸
術
観
(
一
八
二

O

三
0
年
代
)
を
集

大
成
し
、
続
く
一
八
四
O
年
以
降
の
作
品
へ
の
方
向
性
を
示
唆
す
る
重
要
な
作

品
で
あ
る
。

シ
ョ
パ
ン
の
〈
自
の
前
奏
曲
集
〉
も
ま
た
、

一
人
三

0
年
代
に
開
拓
し
て
き

た
エ
チ
ュ
ー
ド
的
音
響
、

マ
ズ
ル
カ
的
民
族
語
法
、

ノ
ク
タ
ー
ン
的
情
趣
な
ど

の
様
々
な
実
験
を
総
集
し
た
作
品
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
作
品
に
盛
り
込
ま
れ

た
基
本
モ
チ
ー
フ
に
よ
る
多
様
性
の
統
一
と
い
う
成
果
の
発
展
は
一
八
四
O
年

以
降
の
よ
り
複
雑
で
大
規
模
な
作
品
を
生
み
出
す
契
機
と
な
っ
た
重
要
な
作
品

で
あ
る
。

一
八
四
O
年
は
ま
た
両
者
に
と
っ
て
創
作
の
転
機
と
な
っ
た
年
で
あ
っ
た
。
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ド
ラ
ク
ロ
ワ
は
こ
の
年
〈
十
字
軍
の
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
l
プ
ル
入
城
〉
を
完
成

さ
せ
て
い
る
が
、
こ
の
作
品
に
着
手
し
た
一
人
三
八
年
を
境
と
し
て
、
そ
れ
以

前
の
作
品
と
を
比
較
し
て
み
る
と
そ
の
作
風
の
変
化
は
明
ら
か
で
あ
る
。
例
え

ば
国
家
か
ら
依
頼
さ
れ
、
中
世
を
舞
台
と
し
た
戦
闘
を
描
い
た
同
主
題
の
〈
タ

ー
ユ
ブ
ル
の
闘
い
〉

(
一
八
三
七
)
(
図
2
)
に
み
ら
れ
る
混
沌
は
こ
こ
で
は

み
ら
れ
な
い
。
ま
た
、

)¥. 

一
八
三
八
年
に
描
か
れ
た
〈
ク
レ
オ
パ
ト
ラ
〉

(
一
八
三
八
)
(
図
4
)
な
ど
古
典
的

三
人
)
(
図
3
)

〈
怒
れ
る
メ
デ
ィ
ア
〉

主
題
へ
の
志
向
が
こ
の
時
期
か
ら
顕
著
に
な
る
。
こ
の
傾
向
は
初
年
代
の
作
品

に
も
続
き
、
ド
ラ
ク
ロ
ワ
は
積
極
的
に
ラ
フ
ァ
エ
ロ
や
ロ
ッ
ソ
・
フ
イ
オ
レ
ン

テ
ィ

l
ノ
や
ル

1
ペ
ン
ス
な
ど
過
去
の
巨
匠
の
作
品
を
下
敷
き
に
し
た
宗
教
的
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図2 ウージェーヌ・ドラクロ

〈ターユブルの闘い)1837年

485X555cm ヴェルサイユ美術館

主
題
を
取
上
げ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
一
八
三
人
年
か
ら
顕
著
に
な
る

古
典
的
主
題
を
持
つ
作
品
は
一
八
四
O
年
の
〈
十
字
軍
の
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
l

プ
ル
入
城
〉
の
完
成
を
経
て
大
き
く
変
化
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
色
彩
表
現

や
ス
ケ
ッ
チ
風
の
仕
上
げ
、
細
部
を
陵
地
休
な
ま
ま
に
残
す
な
ど
の
手
法
の
変
化

ク
ル
マ
ン
教
会
か
ら
依
頼
さ
れ
た
壁
画
装
飾
〈
ラ
マ
ン
タ
シ
オ
ン
〉

で
あ
り
、
こ
の
顕
著
な
例
は
一
八
四

O
年
に
サ
ン
・
ド
ニ
・
デ
ュ
・
サ
ン
・
サ

(
一
八
四

一
四
四
)

(図
5
)
に
認
め
ら
れ
る
。
同
様
に
一
人
四

O
年
に
国
家
か
ら
依

図3 ウージェーヌ・ドラクロワ

〈クレオパトラ)1838年

98X122.7cm アークランド・メモリアル・センター
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頼
さ
れ
た
リ
ユ
ク
サ
ン
ブ
l
ル
宮
天
井
画
(
一
八
四
一
|
四
五
)
も
ま
た
著
し

い
色
彩
の
変
化
が
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
当
時
ド
ラ
ク
ロ
ワ
は
鮮
明
な
色
彩

反
照
を
つ
く
る
為
に
、
新
た
に
絵
の
具
を
増
や
し
て
彼
独
自
の
色
彩
を
開
発
し

て
い
た
。
ド
ラ
ク
ロ
ワ
は
こ
れ
ら
の
壁
画
装
飾
に
つ
い
て
従
来
の
フ
レ
ス
コ
技

法
を
使
わ
ず
、
油
彩
に
ワ
ッ
ク
ス
を
混
ぜ
漆
喰
と
い
う
支
持
体
に
使
用
す
る
と

い
う
彼
独
自
の
技
法
を
使
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
ド
ラ
ク
ロ
ワ
が
開
発
し
た
油
彩

に
お
け
る
輝
か
し
い
色
彩
反
照
を
損
な
わ
ず
し
て
壁
画
に
も
保
持
す
る
こ
と
を
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目
指
し
た
も
の
と
捉
え
ら
れ
る
。
そ
こ
に
〈
十
字
軍
の
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
l
プ

ル
入
城
〉
で
な
さ
れ
た
成
果
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
。

シ
ョ
パ
ン
に
と
っ
て
も
一
八
四

O
年
は
創
作
の
転
機
と
な
っ
た
年
で
あ
っ

た。

〈
M
の
前
奏
曲
集
〉
が
完
成
さ
れ
た
一
八
三
九
年
以
前
、
小
曲
、
中
規
模

集
〉
第
1
巻
(
一
八
二
九
|
一
三
一
)
第
2
巻
(
一
八
三

O
i三
回
)
、

の
曲
ば
か
り
を
手
が
け
て
い
た
シ
ョ
パ
ン
は
こ
の
年
を
境
に
大
規
模
な
構
成
を

も
つ
作
品
を
作
曲
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
は
こ
の
曲
集
で
試
み
ら
れ
た
統
一

図 4 ウージェーヌ・ドラク口ワ

〈怒れるメディア)1838年

260X165cm リール美術館

図5 ウージェーヌ・ドラク口ワ

〈ラマンタシオン)1844年

サン・ドニ・デュ・サン・サクルマン教会
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355X475cm 

的
技
法
を
更
に
発
展
、
展
開
す
る
こ
と
で
〈
ソ
ナ
タ
第
2
番〉

(
一
八
三
九
)
、

ル
ツ
オ
〉
第
1
番
(
一
八
三
一

i
一
二
二
)
、
第
2
番
(
一
八
三
七
)
、
第
3
番

〈
ス
ケ

続
く
〈
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
〉

(
一
八
四
三
)

(
一
八
三
人
|
一
一
一
九
)
な
ど
で
表
現
さ
れ
た
烈
し
い
パ
ト
ス
的
表
現
は
〈
出
の

前
奏
曲
集
〉
の
直
後
に
作
曲
さ
れ
た
〈
ソ
ナ
タ
第
2
番〉

(
一
八
四

O
)

〈
ソ
ナ
タ
第
3
番〉

〈
幻
想
ポ
ロ
ネ
ー
ズ
〉

(
一
八
四
六
)
な
ど
の
複
雑
な
構
成
を
も
っ
作
品
を
生

、
っ
多
楽
章
形
式
を
も
っ
構
造
の
中
に
集
約
さ
れ
、

(
一
八
三
九
)
と
い

み
出
し
て
行
っ
た
。
ま
た
、

一
八
三
九
年
以
前
に
作
曲
さ
れ
た
〈
エ
チ
ュ
ー
ド

ら
れ
た
荒
々
し
い
作
風
は
み
ら
れ
な
く
な
る
。
そ
し
て
一
八
四
O
年
以
降
の
作

一
八
四
O
年
以
後
単
品
で
み
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品
に
み
ら
れ
る
特
徴
は
何
と
言
つ
で
も
ソ
ナ
タ
形
式
と
い
う
重
厚
な
構
造
を
も

っ
た
作
品
に
重
点
が
お
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
も
、
今
回
取
上
げ
る
両
作
品
の
も
つ
重
要
性
と
共
に
こ

の
時
期
に
始
ま
る
古
典
的
志
向
や
新
し
い
技
法
の
開
拓
と
い
う
共
通
し
た
傾
向

が
わ
か
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
時
期
を
端
緒
に
始
ま
る
二
人
の
親
交
が
時
を

同
じ
く
し
て
、
そ
の
後
の
充
実
し
た
創
作
へ
と
発
展
し
て
い
っ
た
こ
と
を
考
え

合
わ
せ
る
と
、
そ
こ
に
は
双
方
の
芸
術
に
対
す
る
何
ら
か
の
相
互
交
流
が
起
こ

っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

E
ド
ラ
ク
口
ワ
の
シ
ョ
パ
ン
評
価

次
に
こ
の
両
作
品
が
制
作
さ
れ
た
一
八
三
八
年
か
ら
一
八
四

O
年
と
い
う
時

期
の
両
者
の
関
係
を
見
て
行
き
た
い
。

一
八
三
六
年
に
知
り
合
っ
た
二
人
の
親

交
は
こ
の
時
期
、
急
速
に
親
密
度
を
増
し
て
い
た
。

一
人
三
八
年
夏
、
ド
ラ
ク

ロ
ワ
は
自
ら
の
ア
ト
リ
エ
に
ピ
ア
ノ
を
運
ば
せ
、
「
ピ
ア
ノ
を
弾
く
シ
ョ
パ
ン

と
傍
ら
で
聴
く
ジ
ヨ
ル
ジ
ュ
・
サ
ン
ド
」
と
い
う
こ
人
の
肖
像
画
を
彼
ら
が
十

月
マ
ジ
ヨ
ル
カ
島
に
出
発
す
る
直
前
ま
で
描
い
て
い
た
。
(
図
6
)

(図
7
)

(図
8
)

一
方
シ
ョ
パ
ン
は
〈
M
の
前
奏
曲
集
〉
を

一
八
三
人
|
一
一
一
九
年
に
か

け
て
ジ
ヨ
ル
ジ
ュ
・
サ
ン
ド
と
出
か
け
た
冬
の
マ
ジ
ヨ
ル
カ
島
で
完
成
さ
せ
て

お
り
、
パ
リ
に
い
る
時
分
そ
の
大
半
は
仕
上
が
っ
て
い
た
こ
と
を
考
え
合
わ
せ

る
と
、
こ
の
時
期
ド
ラ
ク
ロ
ワ
は
こ
の
作
品
の
構
想
を
既
に
知
っ
て
い
た
と
推

主る

図6 ウージェーヌ・ドラクロワ

〈ジョルジュ・サンドとショパン) (スケッチ)1838年

12.6X57cm ルーブル美術館
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ロ
ワ
の
〈
十
字
軍
・
の
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ

l
プ
ル
入
城
〉
は

測
さ
れ
る
。
ま
た
、
同
年
一
八
三
八
年
四
月
に
国
家
か
ら
依
頼
さ
れ
た
ド
ラ
ク

一
八
三
八
四
O

年
に
か
け
て
制
作
さ
れ
て
い
る
の
で
当
然
シ
ョ
パ
ン
も
日
に
し
て
い
た
は
ず
で

あ
る
。
こ
の
間
、

一
八
三
九
年
に
マ
ジ
ヨ
ル
カ
島
か
ら
ノ
ア
ン
を
経
て
十
月
パ

た リ
に
戻
っ
た
シ
ョ
パ
ン
は
ド
ラ
ク
ロ
ワ
と
ま
す
ま
す
そ
の
親
交
を
深
め
て
い
っ

事
実
ド
ラ
ク
ロ
ワ
と
シ
ョ
パ
ン
は
一
人
四
二
年
、
四
三
年
、
四
六
年
と
ジ
ヨ
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図7 ウージェーヌ・ドラクロワ

〈ジョルジュ・サンド像}1838年

79X57cm オードロップゴ一美術館

ウージェーヌ・ドラクロワ

〈ショパン像}1838年

45.7X37.5cm ルーブル美術館

図8

図9 ウージェーヌ・ドラクロワ

〈ダンテと偉大な聖人たち}1841-45年

680cm diameter ルクサンブール宮殿天井函
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ド
ラ
ク
ロ
ワ
は
シ
ョ
パ
ン
に
つ
い
て
絶
大
な
称
賛
の
言
葉
を
残
し
て
い
る
。

ル
ジ
ュ
・
サ
ン
ド
の
領
地
ノ
ア
ン
に
滞
在
し
て
共
に
制
作
し
て
お
り
、
こ
の
頃

「
僕
は
大
好
き
な
彼
と
膝
を
つ
き
あ
わ
せ
て
際
限
な
く
話
し
た
J

彼
は
稀
に

み
る
傑
出
し
た
人
物
、
私
が
出
会
っ
た
中
で
最
高
の
芸
術
家
、
称
賛
に
値
し
高

い
価
値
を
も
っ
数
少
な
い
一
人
」
(
一
八
四
二
・
六
・
二
一
一
)
と
絶
賛
し
て
い

る
。
シ
ョ
パ
ン
も
ド
ラ
ク
ロ
ワ
に
つ
い
て
「
彼
は
考
え
ら
れ
る
限
り
最
も
称
賛

さ
れ
る
芸
術
家
」
と
(
一
人
四
六
・
一

0
・
三

O
)
と
述
べ
、
二
人
が
互
い
に
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部分図10

唖E

図11 ウージェーヌ・ドラクロワ

〈ダンテとしてのショパン) (スケッチ)1843-46?年

27.1X21.1cm ルーブル美術館
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し
く
弾
い
て
く
れ
た
。
そ
れ
は
美
学
に
匹
敵
す
る
も
の
だ
っ
た
。
」
(
一
八
四

六
・
八
・
一
九
)
と
書
い
て
い
る
。
ま
た
、
ド
ラ
ク
ロ
ワ
は
当
時
か
ら
自
身
の

創
作
上
の
問
題
で
あ
っ
た
ス
ケ
ッ
チ
と
仕
上
げ
の
問
題
(
切
号
ど
吉
宮
古
ミ

尊
敬
し
合
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
被
ら
が
様
々
な
芸
術
上
の
問
題

同
定
可
~
問
、
日
ミ
)
を
、
シ
ョ
パ
ン
の
即
興
に
み
ら
れ
る
大
胆
さ
と
完
成
作
と
の
関

係
に
置
き
換
え
て
考
察
し
て
い
る
(
一
八
五
三
・
四
・
二

O
)
。

を
語
っ
て
い
た
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
シ
ョ
パ
ン
は
「
ド
ラ
ク
ロ
ワ
と
二
時

更
に
、

一
八
四
一
年
か
ら
始
め
ら
れ
た
リ
ュ
ク
サ
ン
ブ
l
ル
宮
天
井
画
の
図

(図
9
)

像
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ド
ラ
ク
ロ
ワ
は
、

間
半
も
音
楽
と
絵
画
に
つ
い
て
語
り
合
っ
た
」
(
一
入
四
四
・
九
・
二
一
二
)
と

〈
ダ
ン
テ
と
偉
大
な
聖
人
た
ち
〉

(
図
叩
)
と
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は

書
き
、
ド
ラ
ク
ロ
ワ
も
「
シ
ョ
パ
ン
は
私
の
た
め
に
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
を
神
々

『
神
出
」

の
中
の
「
ウ
エ
ル
ギ
リ
ウ
ス
に
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図12 ウージェーヌ・ドラクロワ

〈ダンテの小舟)1822年

189X246cm ルーブル美術館

導
か
れ
る
ダ
ン
テ
」
と
い
う
場
面
で
あ
る
。
ド
ラ
ク
ロ
ワ
は
そ
の
最
も
中
心
人

物
、
ダ
ン
テ
に
シ
ョ
パ
ン
を
模
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
(
図
日
)
ド
ラ
ク
ロ
ワ

作
で
あ
る
〈
ダ
ン
テ
の
小
舟
〉

に
と
っ
て
ダ
ン
テ
が
と
り
わ
け
重
要
な
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
は
彼
の
デ
ビ
ュ
ー

(
図
ロ
)
か
ら
し
で
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
こ

の
作
品
は
既
に
描
か
れ
た
「
ウ
ェ
ル
ギ
リ
ウ
ス
に
導
か
れ
る
ダ
ン
テ
」
が
再
度

選
択
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
ダ
ン
テ
は
ウ
エ
ル
ギ
リ
ウ
ス
に
導
か
れ
て
地
獄

を
渡
る
の
で
は
な
く
、
導
か
れ
て
晴
れ
や
か
に
ホ
メ
ロ
ス
に
出
会
う
と
い
う
場

面
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
。
ダ
ン
テ
は
フ
ラ
ン
ス
で
は
独
創
的
な
孤
高
の
詩

人
と
し
て
、

ロ
マ
ン
主
義
的
な
芸
術
家
と
し
て
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
同
様
の
評
価

を
与
え
ら
れ
て
い
た
人
物
で
あ
る
。
ま
た
ド
ラ
ク
ロ
ワ
が
影
響
を
受
け
た
ス
タ

ー
ル
夫
人
の
『
コ
リ
ン
ヌ
』
に
お
い
て
は
「
ホ
メ
ロ
ス
の
再
来
」
と
ま
で
言
わ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
音
楽
に
も
造
詣
の
深
か
っ
た
ド
ラ
ク
ロ
ワ
は
モ

ー
ツ
ア
ル
ト
を
最
高
の
音
楽
家
と
し
て
位
置
付
け
、
古
典
主
義
の
ラ
シ

l
ヌ
と

同
等
の
地
位
を
与
え
て
お
り
、
「
シ
ョ
パ
ン
は
シ
ョ
パ
ン
自
身
で
あ
る
と
い
う

よ
り
ま
る
で
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
よ
う
だ
」
と
し
て
高
い
評
価
を
下
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
ド
ラ
ク
ロ
ワ
に
と
っ
て
過
去
の
芸
術
家
で
は
な
く
、
同
時
代
の

芸
術
家
に
対
し
て
向
け
ら
れ
た
こ
れ
ほ
ど
の
称
賛
を
勝
ち
得
た
の
が
何
故
シ
ヨ

59 

パ
ン
だ
っ
た
の
か
、
こ
の
点
も
踏
ま
え
て
実
際
に
作
品
を
分
析
し
て
い
き
た
い
。

直
《
却
の
前
奏
曲
集
》

〈
M
の
前
奏
曲
集
〉
の
構
成
の
特
色
は
ハ
長
調
に
始
ま
る
別
種
類
の
長
・
短

調
全
て
を
使
っ
た

M
曲
が
連
続
し
て
連
な
る
作
品
集
と
い
う
形
を
と
っ
て
お

り
、
各
曲
は
そ
れ
ぞ
れ
短
い
小
品
ば
か
り
で
あ
る
。
ま
た
各
曲
は
そ
れ
ぞ
れ
が

一
つ
の
パ
タ
ー
ン
を
核
と
し
て
、

い
く
つ
か
の
転
調
を
繰
り
返
す
だ
け
で
終
了

す
る
と
い
う
極
め
て
シ
ン
プ
ル
な
つ
く
り
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
意
味

で
は
い
わ
ば
ワ
ン
シ
ョ
ッ
ト
風
な
小
品
が
自
由
連
鎖
し
て
い
る
と
言
え
る
。
し
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か
し
、
そ
の
よ
う
な
共
通
す
る
シ
ン
プ
ル
な
つ
く
り
を
持
ち
な
が
ら
、

M
曲
そ

れ
ぞ
れ
の
内
容
は
極
め
て
多
彩
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
作
曲
の
基
本
素
材
と
な
る

調
性
、
速
度
指
示
、
表
現
記
号
、
拍
子
、
基
本
パ
タ
ー
ン
な
ど
は
実
に
多
彩
で

ど
れ
一
つ
と
し
て
同
じ
も
の
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
音
素
材
は
ば
ら
ば
ら
に
撒
き

散
ら
さ
れ
た
後
、
全
体
的
構
成
に
従
い
、

M
曲
の
推
移
に
合
わ
せ
て
組
み
合
わ

さ
れ
て
い
る
と
捉
え
ら
れ
る
。
ま
た
そ
の
各
曲
の
曲
想
の
多
彩
さ
は
そ
れ
ぞ
れ

が
内
包
す
る
情
感
の
表
出
に
も
及
ん
で
い
る
。
長
調
と
短
調
が
交
代
し
て
現
れ

る
こ
と
に
よ
る
陰
影
、
濃
淡
と
も
と
れ
る
変
化
を
伴
い
な
が
ら
、
作
品
全
体
を

通
じ
て
の
印
象
は
、
曲
集
が
後
半
に
向
か
う
に
つ
れ
て
次
第
に
烈
し
い
曲
、
や

や
長
い
曲
が
現
れ
、
最
後
に
は
大
変
烈
し
い
曲
で
終
了
す
る
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス

が
待
ち
構
え
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の

M
曲
は
以
下
に
述
べ
る
よ
う
な
堅
固
な
音

楽
構
造
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
「
前
奏
曲
」
と
い
う
名
称
と
担
調
全
て
を
使
用
す
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル

が
バ
ッ
ハ
の
〈
平
均
律
ク
ラ
ヴ
ィ
ア
曲
集
〉
を
踏
襲
し
て
い
る
こ
と
は
周
知
の

事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
両
者
が
異
な
る
点
は
、
バ
ッ
ハ
の
場
合
の
調
性
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
半
音
階
順
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
シ
ョ
パ
ン
の
場
合
は
5
度
圏
を
め

ぐ
る
順
番
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
(
資
料
1
)
そ
の
た
め
同
じ
担
調
を

使
用
す
る
に
し
て
も
、
第
1
番
は
ハ
長
調
に
始
ま
り
、
第
2
番
は
そ
の
平
行
調

で
あ
る
イ
短
調
、
第
3
番
は
属
調
に
当
た
る
ト
長
調
と
い
う
よ
う
に
長
調
、
短

調
が
交
代
し
て
現
れ
る
。
ま
た
バ
ッ
ハ
と
違
い
、
シ
ョ
パ
ン
の
場
合
は
近
親
調

で
移
行
す
る
た
め
、

M
曲
全
体
を
巨
視
的
に
み
れ
ば
バ
ッ
ハ
の
場
合
よ
り
各
曲

は
は
る
か
に
調
性
的
な
つ
な
が
り
を
も
っ
て
緊
密
に
移
行
し
て
い
る
と
言
え
よ

ぅ
。
そ
の
よ
う
に
5
度
固
を
巡
り
な
が
ら
一
巡
し
、
第
担
番
は
ニ
短
調
と
し
て

ハ
長
調
に
繋
が
る
円
環
構
造
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
も
シ
ョ
パ
ン
は

M
曲
を
ま
と
め
る
た
め
の
統
一
要
素
を
全
曲
に
も
り
こ

ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
(
資
料
2
と
し
て

M
曲
の
一
部
を
掲
載
す
る
)
こ
こ
に

は
6
度
上
行
2
度
下
行
と
い
う
音
程
差
を
持
つ

X
そ
れ
ら
を
含
む
6
度
上
行
3

度
下
行
Y
と
い
う
基
本
モ
チ
ー
フ

(gSFins--)
が
全
て
の
作
品
に
見
ら

れ
、
そ
れ
は
転
回
形
で
あ
っ
た
り
す
る
。

つ
ま
り
全
て
の
曲
は
こ
の
シ
ン
プ
ル

な
モ
チ
ー
フ
か
ら
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
逆
に
き
守
え
ば
こ
れ
ほ
ど
多
彩

な
M
曲
は
全
て
同
じ
成
分
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に

こ
の
曲
集
は
一
方
で
は

M
曲
と
い
う
大
量
の
曲
を
統
一
す
る
た
め
の
統
一
要
素

60 

が
張
り
巡
ら
さ
れ
、
更
に
そ
れ
は
堅
固
な
構
造
に
は
め
こ
ま
れ
る
こ
と
で
、
多

層
的
、
二
重
と
も
言
え
る
統
一
構
造
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

つ
ま

り
、
こ
の
よ
う
な
構
造
を
構
築
す
れ
ば
ど
れ
ほ
ど
多
様
な
も
の
を
持
ち
込
ん
で

も
混
乱
す
る
こ
と
な
く
全
体
的
統
一
は
図
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

〈
M
の
前
奏
曲
集
〉
で
シ
ョ
パ
ン
は
こ
の
よ
う
な
堅
固
な
構
造
を
土
台
と
し

な
が
ら
実
験
的
手
法
を
駆
使
し
て
い
る
。
当
時
の
最
新
の
楽
器
と
し
て
の
ピ
ア

ノ
の
特
質
を
生
か
し
た
音
響
性
の
開
拓
、
聴
覚
的
刺
激
の
問
題
、
斬
新
な
和
声
、

ス
ラ
プ
的
リ
ズ
ム
や
音
階
の
導
入
な
ど
の
要
素
が
近
代
音
楽
の
指
標
を
示
す
先

駆
で
あ
る
こ
と
も
重
要
で
あ
ろ
う
。

〈
M
の
前
奏
曲
集
〉
は
バ
ッ
ハ
を
踏
襲
し

な
が
ら
も
き
わ
め
て
前
衛
的
な
作
品
に
仕
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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ν
《
十
字
軍
の
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ

l
プ
ル
入
城
》

こ
の
作
品
は
ヴ
エ
ル
サ
イ
ユ
宮
「
王
の
パ
ヴ
イ
オ
ン
」
を
飾
る
た
め
に
国
家

か
ら
依
頼
さ
れ
た
も
の
で
歴
代
の
フ
ラ
ン
ス
の
戦
勝
を
描
く
と
い
う
モ
ニ
ユ
メ

ン
タ
ル
な
性
格
を
持
っ
て
い
る
。
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
聖
地
を
奪
回
す
る
た
め
に

勇
敢
に
赴
く
十
字
軍
の
騎
士
た
ち
は
壮
大
、
な
お
か
つ
ヒ
ロ
イ
ッ
ク
な
感
情
を

有
し
て
歴
史
画
の
主
題
と
し
て
十
分
で
あ
る
。
こ
の
作
品
は
一
二

O
四
年
第
四

回
十
字
軍
・
の
史
実
に
基
づ
い
て
描
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
作
品
は
史
実
を

描
く
と
い
う
目
的
に
反
し
て
、
描
か
れ
た
続
士
た
ち
の
素
性
は
先
頭
の
騎
士
が

ブ
ラ
ン
ド
ル
伯
ボ
l
ド
ワ
ン
四
世
、
後
方
の
騎
士
に
ヴ
エ
ネ
ツ
ィ
ア
総
督
ダ
ン

ド
ロ
は
認
め
ら
れ
る
が
そ
れ
以
外
は
特
定
で
き
ず
不
明
で
あ
る
。
そ
れ
以
上
に

こ
の
作
品
に
は
当
時
の
オ
ペ
ラ
な
ど
に
み
ら
れ
る
オ
リ
エ
ン
ト
を
舞
台
と
し
た

フ
ァ
ン
タ
ジ
ッ
ク
な
演
劇
的
性
格
が
反
映
さ
れ
、
従
来
の
歴
史
画
と
は
異
な
る

様
相
を
呈
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
匿
名
性
の
高
い
こ
と
、
演
劇
的
性
格
は
当
時

か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
た
。

画
面
構
成
は
中
央
の
騎
士
を
中
心
に
し
た
大
三
角
形
が
置
か
れ
、
上
下
は
上

方
の
水
平
線
、
前
景
の
建
造
物
の
床
の
ラ
イ
ン
と
で
水
平
的
に
ほ
ぼ
三
等
分
に

分
割
さ
れ
る
。
ま
た
左
右
は
や
は
り
大
三
角
形
を
中
心
と
し
て
左
方
の
円
柱
、

騎
士
た
ち
の
持
つ
槍
に
よ
っ
て
、
垂
直
的
に
同
じ
く
ほ
ぼ
三
等
分
さ
れ
る
。

(
図
日
)
こ
の
よ
う
な
三
角
形
を
中
心
と
し
た
上
下
、
左
右
対
称
の
水
平
、
垂

〈十字軍のコンスタンチノープル入城〉

構図
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図13

直
分
割
に
よ
る
明
解
で
堅
固
な
構
造
の
先
例
は
古
典
主
義
の
プ
ツ
サ
ン
や
ル
ネ

サ
ン
ス
期
の
作
品
に
容
易
に
看
取
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
(
図
H
)
.
(図
日
)

こ
の
よ
う
な
構
図
上
の
堅
固
さ
を
構
築
し
つ
つ
、
画
面
の
細
部
は
シ
ョ
パ
ン

の
そ
れ
と
同
様
、
多
様
で
あ
り
個
々
の
部
分
は
き
わ
め
て
個
性
的
で
あ
る
。
例

え
ば
中
央
に
描
か
れ
た
馬
上
の
一
群
の
騎
士
た
ち
は
、
先
頭
の
騎
士
を
除
い
て

密
集
し
て
描
か
れ
て
お
り
、
各
続
士
た
ち
の
動
作
と
馬
と
の
関
連
は
明
瞭
さ
を
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プッサン〈聖家族)1648年図14

堅
固
な
構
造
に
収
め
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
乱
雑
に
な
る
こ
と
を
免
れ
て
い

欠
い
て
い
る
。
ま
た
ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ッ
プ
さ
れ
た
先
頭
の
騎
士
の
馬
は
奇
妙
に

伸
び
た
首
を
持
っ
て
い
て
、
そ
の
形
態
は
デ
フ
ォ
ル
メ
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
函

る

面
は
下
方
へ
行
く
に
つ
れ
て
次
第
に
烈
し
さ
を
増
し
、
人
物
、
馬
な
ど
は
動
勢

同
時
に
こ
の
作
品
で
ド
ラ
ク
ロ
ワ
は
異
な
る
要
素
で
も
画
面
全
体
を
統
一
し

て
い
る
。
そ
れ
は
青
と
オ
レ
ン
ジ
と
い
う
補
色
の
使
用
で
あ
る
。
こ
の
色
彩
照

を
伴
っ
た
流
動
的
フ
オ
ル
ム
や
筆
触
の
烈
し
さ
の
中
に
組
み
こ
ま
れ
て
い
る
か

の
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
不
明
療
さ
、
圧
縮
性
、
解
剖
学
的
不
自
然
さ
、
筆

応
は
画
面
全
体
を
被
い
、
そ
れ
は
主
題
や
構
図
、
個
々
の
対
象
と
は
関
わ
り
な

く
、
別
次
元
で
働
く
極
め
て
主
観
的
な
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
青
は
遠
景
の
空
、

触
の
烈
し
さ
に
つ
い
て
は
当
時
の
批
評
家
た
ち
か
ら
非
難
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
ド
ラ
ク
ロ
ワ
特
有
の
個
性
的
な
要
素
も
画
面
上
の

海
か
ら
中
景
の
騎
士
た
ち
の
軍
旗
、
兜
、
鎧
の
模
様
へ
、
更
に
前
景
の
人
物
た

図15 フラ・バルトロメオ

〈聖母マリア)1512年
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、海j

ア
ク
セ
サ
リ
ー
な
ど
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。

マ
ン
ト
、
馬
、
前
景
の
人
物
た
ち
の
衣

ち
の
衣
服
、

ジ
は
円
柱
の
模
様
、
続
士
た
ち
の
鎧
、

jど、"ぷゼ句"

予‘'‘宅岳、ぞきc/ぷァ

レ

1" /... _'/  
'申4:-<ふ~.-"n州、

・4

図16(註18) ウージェーヌ・ドラクロワ

〈三角形の色彩対照)1834年 コンデ美術館

ま
た
こ
の
荒
々
し
い
色
彩
反
照
を
使
用
す
る
こ
と

で
、
ド
ラ
ク
ロ
ワ
が
絵
画
に
情
感
や
感
覚
的
雰
囲
気

の
表
出
を
盛
り
込
も
う
と
し
た
こ
と
は
容
易
に
推
測

で
き
る
。
ま
た
背
景
に
な
だ
ら
か
な
風
景
を
配
す
る

たきこ
。と

も
当
時
の
歴
史
画
で
は
斬
新
な
も
の
で
あ
てコ

こ
の
よ
う
に
ド
ラ
ク
ロ
ワ
に
お
い
て
は
多
様
な
フ

オ
ル
ム
、
揺
れ
動
く
筆
触
の
流
動
的
な
曲
線
な
ど
の

烈
し
さ
は
堅
固
な
構
造
の
中
に
収
め
ら
れ
、
同
時
に

色
彩
の
相
互
関
係
に
よ
る
論
理
に
よ
っ
て
い
か
な
る

強
烈
な
素
材
を
持
ち
込
も
う
と
も
画
面
全
体
は
統

66 

が
図
ら
れ
る
構
造
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
シ
ョ
パ

一
方
補
色
の
オ
レ
ン

覚
的
表
現
や
視
覚
効
果
の
創
出
に
お
い
て
近
代
絵
画
へ
と
移
行
す
る
先
駆
と
な

ン
同
様
、
そ
の
内
実
は
実
験
的
な
手
法
、
色
彩
の
感

っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

服
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
な
ど
に
配
置
さ
れ
、
各
細
部
に
こ
の
補
色
の
反
照
が
見
ら

V 

ベ
ル
リ
オ
l
ズ
批
判

れ
る
。
そ
の
個
別
の
反
照
は
ト
ー
タ
ル
し
て
函
面
全
体
を
反
照
す
る
も
の
に
ま

で
拡
大
さ
れ
て
い
る
。
ド
ラ
ク
ロ
ワ
が
シ
ョ
パ
ン
の
〈
M
の
前
奏
曲
集
〉
に
見

こ
の
よ
う
な
作
品
構
造
を
み
れ
ば
、
ド
ラ
ク
ロ
ワ
と
シ
ョ
パ
ン
の
作
品
制
作

つ
ま
り
全
体
的

た
で
あ
ろ
う
個
々
の
多
様
性
を
統
一
す
る
論
理
構
造
と
バ
ッ
ハ
を
先
例
と
し
た

へ
の
基
本
的
ア
プ
ロ
ー
チ
は
殆
ど
同
じ
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

堅
固
な
音
楽
構
造
と
が
こ
こ
で
比
較
さ
れ
る
。
シ
ョ
パ
ン
の
作
品
の
特
色
と
同

に
は
明
解
で
堅
田
な
構
造
と
い
う
枠
組
み
を
つ
く
り
、
個
別
に
も
統
一
的
要
素

等
の
も
の
が
ド
ラ
ク
ロ
ワ
の
こ
の
作
品
の
中
に
見
出
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。



を
張
り
巡
ら
せ
る
こ
と
で
、
多
層
的
、
二
重
と
も
い
え
る
統
一
構
造
を
つ
く
っ

て
い
る
こ
と
。
し
か
も
そ
の
よ
う
な
構
造
を
土
台
と
し
な
が
ら
そ
の
上
に
展
開

さ
れ
る
要
素
は
極
め
て
多
彩
、
独
創
的
、
前
衛
的
革
新
性
を
も
っ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。

で
は
、
こ
の
よ
う
な
制
作
へ
の
基
本
姿
勢
は
ド
ラ
ク
ロ
ワ
に
と
っ
て
ど
の
よ

う
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
を
同
時
代
の
作
曲
家
ベ
ル
リ

オ
l
ズ
に
対
す
る
ド
ラ
ク
ロ
ワ
の
烈
し
い
批
判
を
今
一
度
検
証
す
る
こ
と
で
明

ドラクロワとショパンの作品構造に見られる古典的志向の類似性

ら
か
に
し
た
い
。

ベ
ル
リ
オ
l
ズ
は
ド
ラ
ク
ロ
ワ
と
同
時
代
の
作
曲
家
で
、

一
八
三

O
年
〈
幻

想
交
響
曲
〉
を
作
曲
し
た
こ
と
で
一
躍
ロ
マ
ン
主
義
音
楽
家
と
し
て
の
名
戸
を

得
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
悪
魔
的
な
内
容
や
、
パ
イ
ロ
ン
の
〈
サ
ル

ダ
ナ
パ

1
ル
〉
、
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
の
〈
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
〉
や
ゲ
l

テ
の
〈
フ
ァ
ウ
ス
ト
〉
を
作
曲
し
て
い
る
こ
と
で
同
主
題
の
作
品
を
描
い
て
い

(
却
)

る
ド
ラ
ク
ロ
ワ
と
の
関
連
が
指
摘
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
現
実
的
に
は
そ
れ
と

矛
盾
す
る
よ
う
に
ド
ラ
ク
ロ
ワ
の
『
日
記
』
に
見
ら
れ
る
ベ
ル
リ
オ
l
ズ
は
常

に
痛
烈
な
批
判
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
最
大
の
批
判
は
「
統
一
が
な
い
」

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
「
(
彼
ら
は
)
よ
い
も
の
を
創
ろ
う
、
人
と
違
う
も
の
を

創
ろ
う
、

つ
ま
り
変
革
し
よ
う
と
す
る
あ
ま
り
芸
術
を
支
配
す
る
論
理
的
、
美

的
判
断
の
不
朽
の
法
則
を
見
失
っ
て
い
る
。
ベ
ル
リ
オ
l
ズ
や
ユ
ゴ

l
の
ご
と

き
自
称
革
新
家
た
ち
は
我
々
が
話
し
て
き
た
こ
れ
ら
の
考
え
を
全
く
無
視
し
て

(n) 

い
る
」
(
一
八
四
九
・
四
・
二
二
一
)
と
書
か
れ
て
い
る
。

こ
こ
に
は
同
じ
ロ
マ
ン
主
義
者
と
し
て
ひ
と
く
く
り
に
は
で
き
な
い
ド
ラ
ク

ロ
ワ
の
ベ
ル
リ
オ
l
ズ
批
判
が
あ
る
。
ド
ラ
ク
ロ
ワ
に
と
っ
て
芸
術
の
現
代
的

草
新
は
ベ
ル
リ
オ
l
ズ
に
は
当
て
は
ま
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
ベ
ル

リ
オ
l
ズ
に
対
す
る
痛
烈
な
批
判
の
根
底
に
は
ダ
ヴ
イ
ツ
ド
、

ア
ン
グ
ル
ら
の

新
古
典
主
義
へ
の
ド
ラ
ク
ロ
ワ
の
反
発
、
批
判
が
あ
る
。
こ
の
ベ
ル
リ
オ
l
ズ

の
ロ
マ
ン
主
義
音
楽
批
判
と
新
古
典
主
義
批
判
と
が
底
流
に
お
い
て
繋
が
る
こ

と
は
ド
ラ
ク
ロ
ワ
の
『
日
記
」
に
書
か
れ
た
シ
ョ
パ
ン
と
の
会
話
か
ら
読
み
取

る
こ
と
が
で
き
る
。

「
音
楽
に
お
い
て
何
が
論
理
と
な
る
の
か
と
い
う
問
い
に
つ
い
て
、
シ
ョ
パ
ン

は
和
声
と
対
位
法
で
あ
る
こ
と
を
私
に
納
得
さ
せ
た
。
フ
ー
ガ
は
音
楽
に
お
い

て
純
粋
な
論
理
で
あ
る
か
ら
、

フ
ー
ガ
に
精
通
す
る
こ
と
は
即
ち
音
楽
上
の
全

67 

て
の
理
論
と
関
係
の
原
理
を
知
る
こ
と
で
あ
る
と
。
凡
俗
な
音
楽
家
た
ち
を
悩

ま
せ
る
こ
れ
ら
の
こ
と
を
研
究
し
た
ら
ど
ん
な
に
幸
せ
だ
ろ
う
と
私
は
思
つ

た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
立
派
な
学
者
た
ち
が
科
学
に
お
い
て
見
出
す
喜
び
に

等
し
い
と
思
わ
れ
る
。
真
の
科
学
と
は
、
世
人
が
一
般
に
解
す
る
芸
術
と
異
な

っ
た
一
部
の
知
識
で
は
な
い
。
否
、
シ
ョ
パ
ン
の
よ
う
な
人
に
証
明
さ
れ
、
考

え
ら
れ
た
科
学
は
芸
術
そ
の
も
の
で
あ
る
。
芸
術
は
も
は
や
俗
人
が
信
じ
て
い

る
よ
う
な
何
処
か
ら
来
る
と
も
わ
か
ら
ず
、
あ
て
の
な
い
運
行
を
し
て
も
の
の

ピ
ト
レ
ス
ク
な
外
面
だ
け
を
表
示
す
る
よ
う
な
霊
感
の
よ
う
な
も
の
で
は
な

ぃ
。
こ
れ
は
天
才
に
よ
っ
て
飾
ら
れ
、
し
か
も
必
然
的
な
道
程
を
踏
ん
で
よ
り

高
い
法
則
に
支
配
さ
れ
た
理
性
そ
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
と
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ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
差
を
思
わ
せ
る
。
こ
れ
は
人
々
が
尊
敬
す
る
少
し
粗
野
な

ひ
と
り
よ
が
り
の
独
創
に
基
づ
く
の
で
は
な
く
不
朽
の
原
理
に
彼
が
振
り
向
か

な
い
か
ら
だ
。
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
は
決
し
て
そ
う
で
は
な
い
。
進
行
す
る
ど
の
部

分
も
他
の
部
分
と
一
致
さ
せ
な
が
ら
歌
を
形
作
り
、
完
壁
に
調
和
さ
せ
て
い
る
。

こ
れ
こ
そ
が
対
位
法
だ
と
シ
ョ
パ
ン
は
言
っ
た
。
」
と
書
き
、
続
い
て
ベ
ル
リ

オ
l
ズ
に
つ
い
て
「
是
が
非
で
も
ス
タ
イ
ル
に
夢
中
に
な
っ
て
い
る
こ
れ
ら
の

連
中
は
荘
重
さ
を
欠
く
と
い
う
よ
り
も
下
劣
で
あ
る
こ
と
を
好
む
の
だ
。
こ
の

こ
と
は
ア
ン
グ
ル
や
そ
の
流
派
に
あ
て
は
ま
る
」
(
一
八
四
九
・
四
・
九
)
と

(
回
)

対
比
さ
せ
て
非
難
し
て
い
る
。

こ
こ
で
は
一
見
相
反
す
る
よ
う
に
見
え
る
べ
ル
リ
オ
l
ズ
の
音
楽
の
ロ
マ
ン

主
義
と
ア
ン
グ
ル
ら
の
芸
術
の
新
古
典
主
義
が
「
ス
タ
イ
ル
に
の
み
酔
い
し
れ

る
」
芸
術
と
し
て
等
し
く
烈
し
い
非
難
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
ド
ラ
ク
ロ
ワ
に
と
っ
て
、
革
新
的
な
芸
術
と
は
単
に
新
奇
な
こ

と
を
追
い
求
め
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
は
堅
固
な
法
則
と
論
理
を
遵
守
す
る
こ

と
を
前
提
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
ド
ラ
ク
ロ

ワ
と
シ
ョ
パ
ン
の
芸
術
に
対
す
る
姿
勢
は
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
方
そ
れ

ら
を
道
守
せ
ず
に
新
奇
な
ス
タ
イ
ル
ば
か
り
を
追
う
と
さ
れ
る
ベ
ル
リ
オ
l
ズ

は
「
自
称
改
革
家
」
と
し
て
ア
ン
グ
ル
ら
新
古
典
主
義
と
同
じ
と
さ
れ
る
の
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
は
ド
ラ
ク
ロ
ワ
が
一
八
五
七
年
に
書
い
た
美
術
辞
典
の
た
め

の
草
稿
「
古
典

(
n
F
E
E
g
)
」
と
い
う
項
目
で
よ
り
明
確
に
そ
の
思
考
が
わ

か
る
だ
ろ
う
。
ド
ラ
ク
ロ
ワ
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

「
古
典
と
は
法
則
に
則
っ
た
作
品
で
あ
り
、
そ
れ
は
正
し
く
壮
大
で
、
感
情
や

事
象
に
刺
激
が
あ
る
絵
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
統
一
性
と
論
理
的
構
成
を
持
ち
、

一
口
で
言
え
ば
簡
潔
さ
と
い
う
印
象
を
強
く
感
じ
さ
せ
る
こ
と
で
精
神
を
満
足

さ
せ
る
も
の
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
古
典
主
義
の
ラ
シ
l
ヌ
に
つ
い
て
「
ラ

シ
l
ヌ
は
そ
の
時
代
の
人
々
に
と
っ
て
は
ロ
マ
ン
主
義
者
だ
っ
た
」
と
述
べ
、

し
か
も
「
彼
は
あ
ら
ゆ
る
時
代
に
お
い
て
古
典
的
で
あ
り
、

い
わ
ば
完
壁
だ
っ

た
の
だ
」
と
し
て
い
る
。

一
方
新
古
典
主
義
に
つ
い
て
「
こ
の
流
派
の
模
倣
は

知
性
に
欠
け
、
閉
鎖
的
で
あ
り
、
古
典
的
流
派
の
本
質
的
特
徴
で
あ
る
永
続
的

な
も
の
を
失
っ
て
い
る
」
と
し
、
「
多
く
の
人
は

(
ダ
ヴ
イ
ツ
ド
の
流
派
の
)

冷
や
か
さ
と
古
典
本
来
の
そ
れ
と
の
区
別
が
つ
か
な
い
」
、
あ
る
い
は
「
多
く

の
芸
術
家
た
ち
は
冷
や
か
だ
と
い
う
こ
と
が
つ
ま
り
古
典
と
思
い
込
み
」
、
「
同

じ
よ
う
に
熱
情
的
と
感
じ
る
と
き
は
ロ
マ
ン
主
義
と
呼
ぶ
」
と
批
判
し
て
い
る
。
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こ
の
よ
う
な
記
述
か
ら
ド
ラ
ク
ロ
ワ
の
新
古
典
主
義
に
対
す
る
自
ら
の
制
作

上
の
立
脚
点
、
そ
の
思
考
が
明
解
に
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。

結
びド

ラ
ク
ロ
ワ
独
自
の
「
古
典
」
解
釈
に
よ
る
ロ
マ
ン
主
義
の
定
義
に
従
え
ば
、

シ
ョ
パ
ン
へ
の
絶
大
な
称
賛
の
理
由
も
理
解
で
き
る
。
ド
ラ
ク
ロ
ワ
は
シ
ヨ
パ

ン
の
芸
術
に
独
自
の
個
性
、

ロ
マ
ン
主
義
的
な
性
質
と
革
新
的
前
衛
性
を
認
め

つ
つ
、
し
か
も
そ
の
思
考
に
内
包
さ
れ
る
統
一
性
へ
の
強
い
志
向
、
過
去
の
倖



大
な
芸
術
家
に
倣
う
堅
固
な
造
形
性
と
法
則
を
道
守
す
る
と
い
う
姿
勢
を
評
価

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
ド
ラ
ク
ロ
ワ
に
と
っ
て
最
も
評
価
さ
れ
る
芸
術

家
で
あ
る
ラ
シ

l
ヌ
や
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
、
ダ
ン
テ
に
匹
敵
す
る
其
の
草
新
的
芸

術
家
と
し
て
の
姿
を
シ
ョ
パ
ン
に
見
て
い
る
と
言
え
る
。
そ
れ
は
と
り
も
な
お

さ
ず
シ
ョ
パ
ン
の
芸
術
の
中
に
ド
ラ
ク
ロ
ワ
自
身
の
芸
術
と
の
類
縁
性
を
認

め
、
自
ら
の
実
践
の
確
認
と
そ
の
手
応
え
を
確
信
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ

る
の
で
あ
る
。

ドラクロワとショパンの作品構造に見られる古典的志向の類似性

註・
本
論
考
の
引
用
文
は
す
べ
て
筆
者
に
よ
る
訳
で
あ
る
が
、
邦
訳
が
出
版
さ
れ
て
い
る

場
合
は
適
宜
参
照
し
た
。
註
に
従
っ
て
原
文
を
表
記
す
る
。

(
1
)
m
E
m
-
-
門川口江ロ担保川

D
E
F
・haNH向
"
出
口
ロ
ロ
な
の
聞
岡
田
B
M】肋
C
P
H
M由江田
wMCoo-
匂唱
-MCC8

NHC 

(
2
)
匂
DVm円F
回
同
ユ
v
b臥
g
u
p
b内向。
nさ
R
-
C白臣自由同・円
y-M白江田
-HCむ4
・同】・臼串

出口同四回
Mmu
切由ロ
R
r
b内向。円可巴
HH-
】M白江田
w
H
c
m
p
同YH。。

(
3
)

巴町内向円
E
R
H
吋
宮
ミ
s
t
c刊
、
巳
患
者
-
O
E
E
E
S
E
-
。
品
目
ロ
E
m
g・
M
g。

(
4
)
H
H
C回目
-
Y

関
白
『
白
ロ
旬
。
白
ロ
"
の
。
』
い
。
勾
~
与
の
均
同
U
N凶』い凶』い
Hh『
阿
国
同
町
吋
司
同
町
阿
見

同
】
同
旬
、
bL『
弓
凶
】
』
『
」
く
の
句
。
、
同
門
HCN吋
弓
図
。
同
h
b。
見
。
hM門
〉
同
b
同1
回同町』
hq-め』ーの

。
『
同
闘
の
同
1
0勾
凶
同
勾
』
い
L『。
N
判一呂田回申吋仲田仲同
o
p
。
V白山
o
d包
4
2
a
q
w
Hむ∞。

例
え
ば
〈
サ
ル
ダ
ナ
パ

l
ル
の
死
〉
の
問
中
の
宝
石
が
ラ
イ
ト
・
モ
チ
ー
フ
に
相

当
す
る
(
一
人
三
頁
)
と
か
、
色
彩
の
赤
が
主
和
音
に
相
当
し
(
一
人
五
頁
)
、

〈
サ
ル
ダ
ナ
パ

1
ル
の
死
〉
の
色
彩
と
〈
幻
想
交
響
曲
〉
の
第
5
楽
章
が
同
じ
色

彩
を
示
し
て
い
る
(
一
九
七
頁
)
と
い
う
比
較
は
多
分
に
怒
意
的
で
あ
る
。

(
5
)

拙
稿
「
ド
ラ
ク
ロ
ワ
の
絵
画
に
お
け
る
グ
ラ
ン
ド
・
オ
ペ
ラ
の
受
容
と
変
容
」

同
志
社
大
学
『
美
学
芸
術
学
』
第
二
十
一
号
、
二

O
O
五
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
6
)

古
典
的
、
ロ
マ
ン
主
義
と
い
う
用
語
は
広
範
な
定
義
を
含
む
が
、
本
論
で
は
前

者
は
法
則
性
、
統
一
性
、
論
理
性
を
有
す
る
様
式
上
の
特
性
と
い
う
意
味
、
後
者

は
一
八
二

0
年
代
の
ド
ラ
ク
ロ
ワ
の
登
場
が
ロ
マ
ン
主
義
の
旗
手
と
さ
れ
た
よ
う

に
新
古
典
主
義
、
ア
カ
デ
ミ
ー
の
絵
画
に
対
抗
す
る
対
概
念
と
し
て
使
わ
れ
た
意

味
で
使
う
。

(
7
)

輝
か
し
い
色
彩
の
反
照
を
つ
く
る
こ
と
に
関
心
を
も
っ
て
い
た
ド
ラ
ク
ロ
ワ
は

リ
ュ
ク
サ
ン
ブ

l
ル
宮
天
井
画
、
及
び
図
書
室
の
壁
画
装
飾
に
あ
た
っ
て
「
ヴ
ア

ン
・
ダ
イ
ク
の
パ
レ
ッ
ト
」
と
よ
ば
れ
る
絵
の
具
混
合
法
を
メ
イ
エ
ン
ド
ル
フ
男

爵
か
ら
譲
り
受
け
て
い
た
。
こ
の
絵
の
具
混
合
法
に
よ
っ
て
鮮
明
な
色
彩
反
照
を

つ
く
り
壁
画
に
も
応
用
し
た
。
白
血
E
-
-
R
冨
白
ロ
ユ
n
p
N
v
m
N
Q
n
g
p
同J
E
F
E∞
P

M

】唱・
A
P
H
M
・品]戸町

(
8
)

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
完
成
さ
せ
た
訟
の
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
の
後
ソ
ナ
タ
形
式
は

時
代
遅
れ
の
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。
シ
ョ
パ
ン
の
〈
ソ
ナ
タ
第

2
番
〉
に
つ
い
て

述
べ
た
同
時
代
の
シ
ュ

l
マ
ン
の
批
評
が
当
時
の
状
況
を
物
語
っ
て
い
る
。
シ
ユ

l
マ
ン
『
音
楽
と
音
楽
家
』
吉
田
秀
和
訳
岩
波
文
庫
包
包
-uu-H2・Hm∞

(
9
)

こ
の
作
品
は
完
成
さ
れ
な
い
ま
ま
ド
ラ
ク
ロ
ワ
の
死
ま
で
ア
ト
リ
エ
に
保
存
さ

れ
て
い
た
。
当
初
は
ス
ケ
ッ
チ
に
残
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
一
枚
の
絵
で
あ
っ
た
が

そ
の
後
の
所
有
者
に
よ
っ
て
何
ら
か
の
理
由
で
切
り
離
さ
れ
、
現
在
シ
ョ
パ
ン
像

は
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
に
、
サ
ン
ド
像
は
オ
l
ド
ロ
ッ
プ
ド
ゴ

l
美
術
館
に
あ
る
。

司
な
仏
肌
江
口
の
H
H
D
-
P
z
o
H岡田ロゲ

HC匂山
ww
回
凶
一
宮
即
時
江
口
ロ
の
色
白
】
c
m
c
p
回当・∞ゲ∞印

(
叩
)
〈
却
の
前
奏
曲
集
〉
は
シ
ョ
パ
ン
が
数
年
に
わ
た
り
推
敵
し
て
い
た
作
品
で
一

八
三
八
年
秋
ま
で
に
は
ほ
ぼ
そ
の
全
容
が
出
来
上
が
っ
て
い
た
。
同
年
十
二
月
マ

ヨ
ル
カ
島
で
ほ
ぼ
完
成
し
一
人
三
九
年
に
出
版
さ
れ
た
。

E
-
-
m曲
目
田
口
ロ

b
g
-

句、
H向。
o
S
F可
丘
町
内
。
ロ
ヨ
』
UQミ
ロ
ロ

H
D
n
F口、
s
w
の
回
目
V江島
m
o
d
E〈・
-MHmmpH匂む
N

(
日
)
匂
白
山
内
同
2
芯仲間
-
v
g
g
u
宮
吋
仲
田
島
巾

4
5
2
2
C
F
D同】
E
S
E
町田仲
g
m

F
E
E
D巨
句

"
2
3己
申
田
仲
ロ
ロ

F
O
B
B
o
qロ
ロ
間
島
田
江
田
口
丘
Oロ
E
S
u
n
d
a
-
0
1
5

4円
曲
目
白
邑
田
宮
内
山
口
乙
.
E
F
Bロ
口
自
主
-
ロ
由
回
二
由

8
5
8
M】伯仲宗

E
B
V
B
宮

.0ロ

宮
己
主
宮
町
2

2

2広
岡
出
向
・
(
冨
品
M・o・MM)
呂田
g
p
戸
唱
。
。
可
『
問
的
、
s
a
g
R
門出向

、
コ
氏
九
江
町
内
川
FCMMむ
H40戸
HE臼・
-M由民団
uHC∞ゲ
4DF臼・同】
-HH臼

ロ
m
-
R
g
H
H
F・-
}
m
a
r
-
E
田
島
田
町
田
宮
目
白
ユ
U
Z句
D
g
F
-
0・
2
∞品。・∞
-
u
S
P
E
-
-

匂・
M
臼∞

(
ロ
)
シ
ョ
パ
ン
は
ジ
ヨ
ル
ジ
ュ
・
サ
ン
ド
に
宛
て
て
匂
包

4
g
u
m
-
S
H
O
W
Sロ仲間釦吋乱。
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】回口
}
g
B
V
Z
-
Z
D
E
s
-ロ田

E
ロ
印
私
唱
団
ロ
島
田
己
円
四
四
回
H
F
O
E
-
m回
目
酔
島
2
E

B
E
Sロ
0・
宮
山
ロ
Z
8
2
2ユ
o
E
S
E
-
(
E
t・。・
M
g
p
F
切

-
H
a・
と
書
い
て

い
る
。
ド
ラ
ク
ロ
ワ
は
シ
ョ
パ
ン
と
共
に
滞
在
し
た
一
八
四
六
年
、
ノ
ア
ン
か
ら

次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。
[
・
:
}
の
FD唱
吉
田
〆
』

Dg肌
色
ロ
回

m
m
F
0
4
2
M

E
4吉
田
百
四
回
け
玄
B
u
g
-田
S
E
E
B
r
-
-
g
F
3
Z居
間
{
:
]
(
毘
品
。
・
∞
・

5)

HV日【ゲ回以
-Nω4

ま
た
ス
ケ
ッ
チ
と
仕
上
げ
の
問
題

S
E
-
-
S
E
n
r
忠
由
民

F
P払
)
は
ド
ラ
ク

ロ
ワ
に
と
っ
て
創
作
上
の
課
題
で
あ
っ
た
。
(
呂
町
。
・
∞

-
H
)
U
m
-
S
E
W
-
国
よ

~。=、『
HCN
へ回目凶
MM-H∞白臼
)
ω
4
0
Z・同】ロ
σロR
山
唱
曲
吋
〉
回
向
凶
同
臥
臼
ロ
巨
げ
町
r
円岳山門戸市ロ

H40--

H
J
E
P
E∞
。
ゐ
・
4印
。
タ
ブ
ロ

l
画
の
〈
ラ
マ
ン
タ
シ
オ
ン
〉

(EAH∞
)
で
は
こ
の

こ
と
を
重
要
な
問
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

(ZAP-叫

-N-H日
)

回目)山内同・・唱
-HωN

(日

)
m
g
m
y
門
川
口
ミ
ロ
ロ
向
。
ロ
ト

4haNF
出。ロ
D尽
の
F曲目同】
MOHM--M白江田
wM000・匂・
ωα

ダ
ン
テ
の
『
神
曲
』
の
フ
ラ
ン
ス
語
訳
は
一
七
八
三
年
に
翻
訳
さ
れ
て
お
り
、
ド

ラ
ク
ロ
ワ
の
〈
ダ
ン
テ
の
小
舟
〉
(
一
人
二
二
)
以
前
に
「
パ
オ
ロ
と
ブ
ラ
ン
チ

ェ
ス
カ
」
の
主
題
で
は
ジ
ロ
デ
が
一
人

O
五
年
、
ア
ン
グ
ル
が
一
人
一
九
年
、
ア

リ
・
シ
ェ
フ
ル
が
一
人
二
二
年
に
描
い
て
い
る
。
そ
の
他
「
ウ
ゴ
リ

I
ノ
」
の
主

題
で
は
フ
ユ
ス
リ
が
一
人

O
六
年
に
描
い
て
い
る
。
ド
ラ
ク
ロ
ワ
も
こ
れ
ら
の
主

題
を
扱
っ
て
い
る
が
、
ド
ラ
ク
ロ
ワ
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
場
面
は
「
ウ
エ
ル
ギ

リ
ウ
ス
に
導
か
れ
る
ダ
ン
テ
」
で
あ
る
。
こ
の
場
面
を
主
題
と
し
た
絵
画
は
同
時

代
で
は
殆
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
こ
こ
に
は
ダ
ン
テ
が
ウ
エ
ル
ギ
リ
ウ
ス
に
導
か
れ

る
こ
と
で
、
ダ
ン
テ
が
革
新
者
で
あ
り
な
が
ら
古
典
・
古
代
と
速
な
る
イ
メ
ー
ジ

が
付
与
さ
れ
て
い
る
。
一
八
四

O
年
に
は
や
は
り
『
神
曲
」
か
ら
取
ら
れ
た
主
題

〈
ト
ラ
ヤ
ヌ
ス
の
正
義
〉
も
描
い
て
い
る
。
こ
の
作
品
も
ま
た
古
典
・
古
代
と
結

び
付
け
ら
れ
て
い
る
。
シ
ョ
パ
ン
に
投
影
さ
れ
た
イ
メ
ー
ジ
は
明
瞭
で
あ
る
。

(M)

出

g
g
m
H
H
H
E
m
-
g
u
呂
DNO
ユ
3
5
3巳
S
4
5
8
m
o
p
(
E
g
-
M
-
H
S
F広・・

同

yNNω

(
日
)
と
り
わ
け
画
面
左
の
建
物
か
ら
走
り
出
る
老
人
が
誰
か
は
当
時
か
ら
議
論
の
的

で
あ
っ
た
。
盲
目
の
皇
帝
、
そ
の
兄
、
祭
司
、
捕
囚
者
な
ど
が
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

』

crmユ
ゆ
回
目
品
目
HS吉岡山『・匂同町
EH3R.HMP同仲間
w]5ω4.
回以・
M町一戸

(
日
)
同
E
p
w
同ywM印
N

(
口
)
コ
ン
ス
テ
イ
テ
ュ

I
シ
ヨ
ナ
ル
誌
一
人
四
一
年
一
一
一
月
二
三
日
に
匿
名
の
批
評
家

同
・
は
「
不
自
然
な
形
態
、
解
剖
学
的
な
過
ち
、
圧
縮
さ
れ
、
混
乱
し
た
構
成
」
を

指
摘
し
、
「
虹
の
よ
う
な
パ
レ
ッ
ト
の
烈
し
い
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
も
っ
色
彩
の
か
わ

り
に
暗
い
色
調
が
あ
れ
ば
よ
い
の
に
」
と
嘆
い
て
い
る
。

EHHロ
g
p
円、白
0・
N
F問

、
ミ
ミ
宮
句
恒
久
同
町
Hhh室町

b
a
a
n可c
p
a
。
忌
昨
日
町
内
QHQNohRP
。
40】
回
・
。
民
c邑
u

H

∞∞]「∞∞
-4D】・臼切回】
-
C
∞

(
問
)
ド
ラ
ク
ロ
ワ
は
一
八
三
四
年
に
既
に
三
角
形
の
ス
ケ
ッ
チ
を
描
い
て
、
科
学
的

根
拠
に
基
づ
く
色
の
三
原
色
と
そ
の
補
色
に
よ
る
照
応
関
係
に
関
心
を
も
っ
て
い

た
。
(
図
日
)
こ
こ
で
は
影
の
問
題
に
つ
い
て
従
来
の
明
暗
法
を
脱
却
し
よ
う
と
す

る
試
み
が
み
ら
れ
る
。
ド
ラ
ク
ロ
ワ
に
よ
れ
ば
、
赤
の
影
は
そ
の
補
色
の
緑
、
青

の
影
は
そ
の
補
色
の
オ
レ
ン
ジ
と
な
る
と
い
う
こ
と
を
戸
外
で
の
観
察
に
よ
っ
て

実
証
し
て
い
る
。
従
来
、
こ
の
理
論
は
一
八
三
九
年
に
出
版
さ
れ
た
シ
ユ
ヴ
ル
ー

ル
の
『
色
彩
の
同
時
対
照
の
法
則
』
と
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
、
現
在
で

は
一
人
コ
二
年
に
ド
ラ
ク
ロ
ワ
と
親
交
を
結
ん
で
い
た
メ
リ
メ
の
色
彩
理
論
に
基

づ
く
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
。
同
m
p
!『DHHP
。。
NOR可
。
『
支
出
。
HhNE可悶
u

HhDロ円同ロロ・

Hωωω"
同M-H4

(
悶
)
当
時
画
壇
を
席
捲
し
て
い
た
新
古
典
主
義
の
「
歴
史
函
」
に
こ
の
よ
う
な
豊
か

な
自
然
の
風
景
が
描
か
れ
る
こ
と
は
ま
れ
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
パ
ノ
ラ
マ
的

風
景
を
添
え
る
こ
と
は
ヴ
エ
ネ
ツ
ィ
ア
絵
画
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
る
。

(
却
)
ベ
ル
リ
オ
l
ズ
の
〈
サ
ル
ダ
ナ
パ

l
ル
〉
は
ロ

1
マ
賞
の
た
め
カ
ン
タ
ー
タ
と

し
て
一
八
三

O
年
に
作
曲
さ
れ
た
が
楽
譜
は
現
存
し
て
い
な
い
。
ベ
ル
リ
オ
I
ズ

と
共
通
す
る
主
題
と
し
て
、
ド
ラ
ク
ロ
ワ
の
作
品
に
は
パ
イ
ロ
ン
に
よ
る
〈
サ
ル

ダ
ナ
パ

l
ル
の
死
〉
、
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
に
よ
る
〈
ハ
ム
レ
ッ
ト
〉
は
リ
ト
グ
ラ

フ
集
、
泊
彩
聞
な
ど

7
作
、
〈
ロ
メ
オ
と
ジ
ユ
リ
エ
ッ
ト
〉
の
油
彩
画
が
あ
る
。

ゲ
l
テ
の
〈
フ
ァ
ウ
ス
ト
〉
は
リ
ト
グ
ラ
フ
集
が
あ
る

(幻

)
[
:
-
B
U
S
S
E
s
-
∞E
H
C
N
r
z
g
u
g
ゲ

E
Z
m
Z田
E
g
g
g
f

n.
冊目許ロロ何回向山
H・CMGZommwnV仲間刷・
(H∞印。・
N-HC)HV日仏
-
u

同YMMAF

(辺

)

F・
5
1
5ロ
回
目
忠
n
m
g宮

cc
出回
-
m
a
n
E
骨
在
吋
白

E
O
E
2
2
5
n
y
o白血

門戸己申

nmwρ
ロ
.0ロ由同即時
F
O口
問
ロ
品
。

nHH白ロ
mmH1・-
C
日目同白宗同】由同
1仏門白色
04zo-mm-DE

E
由同
Hg-U
門問。

m
c
z
a
色曲目
cm山門百四
G
E
広
町
時
国
回
目
ロ
己
叩
回
同
一
巳
田
・

F四
国
回
申
ユ
Z
P
F
g

出
ロ
問
0・
件
。
己
円
曲
目
『
R
D『
自
己
申
局
面
匂
尽
窓
口
島
5

5

8
ロ
ζ
g
S
8
5
宮
司
g

g
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qui satisfont l' 
esprit n

o
n
 s
e
u
1
e
m
e
n
t
 p
a
r
 u
n
e
 peinture exacte o

u
 

grandiose o
u
 piquante des sentiments et des choses ，

 
m
a
i
s
 encore p

a
r
 

l' 
unite，

 
l' 
o
r
d
o
n
n
a
n
c
e
 1ogique，

 
e
n
 u
n
 m
o
t
 p
a
r
 toutes ces qua1ites qui 

a
u
g
m
e
n
t
e
n
t
 l' 

impression e
n
 a
m
e
n
a
n
t
 1a simp1icite. 

[
…
]
 
R
a
c
i
n
e
 etait u

n
 r
o
m
a
n
t
i
q
u
e
 p
o
u
r
 1es 

g
e
n
s
 d
e
 s
o
n
 temps. P

o
u
r
 

tous 1es t
e
m
p
s
 i1 

est classique ，
 

c'est-a-dire parfait. 

[
…
]
 
C'est precisement cette imitation s

o
u
v
e
n
t
 p
e
u
 intelligente et 

exclusive q
u
i
 ote a

 cette eco1e 
1e 

principa1 caractere d
e
s
 eco1es 

classiques
，
 

qui est 1a duree. 

[
…
]
 Il 

est vrai q
u
'
u
n
 b
o
n
 n
o
m
b
r
e
 d'artistes se figurent qu'i1s sont 

classiques parce qu'i1s sont froids. P
a
r
 u
n
e
 raison a

n
a
1
o
g
u
e ，

 
i1 
y

 en
 a

 

qui se croient d
e
 1a cha1eur parce q

u
'
o
n
 1es appelle des romantiques. 

(1857.
1.1

3) Ibid.，
 

p.615 

...... t、

E
鴇

1己
4く
え
ゆ
・
-
K
え
ゆ
~
料
品
令
l
:
ã
~
~
*
.
位
制
紙
製
)

(
会
~
é
二
ν:;'1

J
 

a
 abo1ir toutes 1es idees dont n

o
u
s
 parlons ;

 ma
i
s
 i1s 

ont fait croire a
 

1a possibilite d
e
 faire autre chose q

u
e
 vrai et raisonnab1e. (18

4
9
.4
.23) 

Ibid.
，

 
p.193 

(民
J
e
1ui 

d
e
m
a
n
d
a
i
s
 ce qui etab1issait 1a 10gique e

n
 m
u
s
i
q
u
e
.
 Il 

m
'
a
 

fait sentir ce q
u
e
 c' 

est qu' h
a
r
m
o
n
i
巴
et

contrepoint ;
c
o
m
m
e
 quoi 1a 

fugue est c
o
m
m
e
 1a 10gique p

u
r
e
 e
n
 m
u
s
i
q
u
e ，

 
et qu' etre s

a
v
a
n
t
 d
a
n
s
 

1a f
u
g
u
e
，

 c' 
cst connaitre l' 

e
1
e
m
e
n
t
 d
e
 toute raison et 

d
e
 toute 

consequence e
n
 m
u
s
i
q
u
e
.
 J'ai p

e
n
s
e
 combienj' aurais ete h

e
u
r
e
u
x
 d
e
 

m
'
 instruire e

n
 tout ce1a qui deso1e 1es 

m
u
s
i
c
i
e
n
s
 vu1gaires. 

C
e
 

sentiment m
'
a
 d
o
n
n
e
 u
n
e
 ide

巴
d
u
p1aisir q

u
e
 1es savants，

 
dignes d

e
 l' 

etre ，
 

trouvent d
a
n
s
 1a science. c' 

est q
u
e
 1a vraie science n' 

est p
a
s
 ce 

q
u
e
 l' 

o
n
 e
n
t
e
n
d
 ordinairement p

a
r
 ce m

o
t，

 
c'est-a-dire u

n
e
 partie d

e
 

1a connaissance defferente d
e
 1'
art. 

N
o
n，

 
1a science envisagee ainsi，

 
d
e
m
o
n
t
r
e
e
 p
a
r
 u
n
 h
o
m
m
e
 c
o
m
m
e
 C
h
o
p
i
n，

 
est l' 

art 1
u
i
-
m
e
m
e，

 
et p

a
r
 

contre l' 
art n' 

est p1us a10rs ce q
u
e
 1e 

croit 1e 
vu1gaire ，

 
c'est-a-dire 

u
n
e
 sorte d'inspiration qui vient d

巴
je

n
e
 sais o

u，
 qui m

a
r
c
h
巴
a
u

h
a
s
a
r
d ，

 et n
e
 presente q

u
e
 l'exterieur pittoresqu

巴
des

choses. C'est 

1a raison e
l
l
e
-
m
e
m
e
 ornee p

a
r
 1e 

genie ，
 ma
i
s
 suivant u

n
e
 m
a
r
c
h
e
 

necessaire et contenue p
a
r
 des 10is superieuses. Ceci m

e
 r
a
m
とn

e
a
 1a 

defference d
e
 M
o
z
a
r
t
 et de Beethoven. L

a ，
 m'a-t-il dit，。色

ce
dernier 

est obscur et parait m
a
n
q
u
e
r
 d' 

unite
，
 ce 
n'est p

a
s
 u
n
e
 pretendue 

originalite u
n
 p
e
u
 s
o
u
v
a
g
e
，

 do
n
t
 o
n
 1ui 

fait 
h
o
n
n
e
u
r，

 qui e
n
 est 

causej 
c'est 

qu' 
i1 

t
o
u
r
n
e
 1e 

d
o
s
 a

 de
s
 principes eterne1s. 

M
o
z
a
r
t
 

jamais. C
h
a
c
u
n
e
 des parties a

 sa m
a
r
a
c
h
e ，

 
qui，

 
tout e

n
 s' 

accordant 

avec 1es 
autres ，

 for
m
e
 u

n
 c
h
a
n
t
 et 

1e 
suit parfaitment ;c'est 

1a 
1e 

contrepoint，‘
'punto contrapunto" 

[
…
]
 
C
e
s
 h
o
m
m
e
s
 epris a

 toute force d
u
 sty1e，

 
qui a

i
m
e
n
t
 m
i
e
u
x
 etre 

betes q
u
e
 n

巴
p
a
s
avoir l' 

air grave. App1iquer ceci a
 Ingres et 

a
 son 

eco1e. (18
4
9
.4
.6) Ibid.

，
 

p.190 

(
罰
)

C
L
A
S
S
I
Q
U
E
 

J' 
appellerais vo1ontiers classiques tous 1es ouvrages regu1iers，

 ceux 
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